
こどもまんなかアクションリレーシンポジウム in 富山開催事業 

業務委託仕様書 

 

１ 事業名  

  こどもまんなかアクションリレーシンポジウム in 富山開催事業 

 

２ 趣旨 

  すべてのこどもの権利の擁護が図られ、自立した個人としての健やかな成長を通して

将来にわたって幸せな生活を送ることができる「こどもまんなか社会」の実現に向け、

保護者に対して気運の醸成を図る。また、「こどもの権利に関する条例（仮称）」の制定

も検討していることから、こどもの権利について考える機会とし、理念や内容について

普及啓発を行い、合わせて参加したこども及びその保護者から、こどもが個人として尊

重されるために重要なことに関する意見を聴取する。 

  なお、本事業はこども家庭庁が企画する「こどもまんなかアクションリレーシンポジ

ウム」の一環として、こども家庭庁との共催で行うとともに、明治安田生命が主催する

「こどもシゴト博 in 富山」とも連携して行う。 

 

３ 委託期間 

契約締結の日から令和７年 10 月 31 日（金）まで 

 

４ 業務の内容 

業務の実施にあたっては、「こどもまんなかアクションリレーシンポジウム in 富山開

催事業業務委託に係る公募型プロポーザル」で企画提案があった内容を基本に、発注者

と受注者が協議して決定する。 

 

こどもまんなかアクションリレーシンポジウム in 富山（以下「シンポジウム」という。）

の開催 

（１）開催日時 

  令和７年８月 23 日（土） 13：00～15:00（予定） 

（２）対象者 

  未就学児～小学生及びその保護者、こども・若者支援関係者等 

 （３）会場 

   富山産業展示館テクノホール西館（新館）大展示場 ホールＣ 

   （富山市友杉 1682） 

    ※同会場で「こどもシゴト博 in 富山」を開催 

    （会場イメージ図） 
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（４）参加者の募集 

ア 参加者について 

   ・参加者数の目標は 200 名以上で設定すること。なお、親子の場合はそれぞれ１名

ずつとして数えること。 

・当日はシンポジウム参加者数を把握できるよう管理を行うこと。また、こどもシ

ゴト博からの参加者の流入を想定すること。 

   ・参加費は無料とすること。 

 

イ 参加者の募集について 

・参加者募集のため、子育て世代に対して効果的と思われる広報手法を提案すること。 

・広告の内容には「こどもシゴト博 in 富山」の案内も盛り込むこと。 

   ・広報手段ごとに KPI を定め、その指標を計測するための設定を行い、随時発注者

と共有したうえで、広報の方針を協議すること。なお、KPI については発注者か

らの提案も踏まえ、協議のうえ決定すること。 

   ・金品等の配布による募集は不可とする。 

   ・企画提案書には、参加者募集のための具体的な広報計画について記載すること。 

 

（５）シンポジウムの企画・運営に関すること 

ア シンポジウムの内容について 

   ・イベントプログラムは、下記のタイムテーブルを基本に提案すること。 

    （タイムテーブル想定） 

開始

時間 
登壇者等 内容 併催 

8:00 設営開始 

11:00  （開会） 

13:00 （県職員） 開会挨拶   

13:05 大臣 ビデオメッセージ   

13:10 
こども 基調講演   

家庭庁職員 
テーマ： 

こども家庭庁の取組やこどもの権利について（仮） 
こども 

シゴト博 

（明治安

田生命） 
13:30 県職員 

富山県のこども・子育て支援に関する施策紹介・ 

「こどもの権利に関する条例（仮称）」素案の概要紹介 

13:50 

こども及び子育て世代に対する普及啓発・意見聴取   

 【テーマ（仮）】 

  こどもが自分の気持ちや考えを自由に表明するために、保護者が気

を付けること 

 【普及啓発・意見聴取の方法（例）】 

  ・地元子育てタレント等によるトークセッション 

  ・体験型イベント・ワークショップ        等  

  

14:40 閉会 
 

16:00  （閉会） 

17:00 撤収完了 

（参考）こどもシゴト博 in 富山 

 県内企業・団体等の仕事について、こどもたちが体験するイベント。 

 主催：明治安田生命保険相互会社 富山支社 

 令和６年度開催実績： 

  日時…2024 年 12 月 21 日  場所…テクノホール東館 

  来場者数…親子 819 名   出展社数…19 社 



 

   ・こども及び子育て世代に対する普及啓発・意見聴取の部分について、タイムテー

ブルと実施方法を提案すること。内容については、「こどもが自分の気持ちや考

えを自由に表明するために、保護者が気を付けること」という仮テーマを念頭に

置き、親子で体験したり考えたりできるものを提案すること。なお、チラシや当

日の資料等に記載するテーマ文言については、別途発注者と協議のうえ決定する

こと。 

・参加者に対する一方的な見せ物ではなく、参加者からの反応や意見を引き出す工

夫を行うこと。また、こどもが遊べる遊具や、ステージとは別の体験ブースを設

置する提案も可とする。企画提案書には、当日の時間配分案、登壇者案、集客の

工夫及び会場から意見を引き出す方法について具体的に記載すること。 

   ・司会、タレント等を含む、こども家庭庁及び県の職員以外のすべての登壇者等の

手配を行うこと。なお、最終的な登壇者等は、企画提案をもとに、発注者と調整

の上決定すること。 

   ・こども家庭庁及び県の職員以外の登壇者に対する登壇料は委託料の中から支払う

こと。 

   ・参加した保護者に対して、発注者が指定する項目によるこどもの権利についての

アンケートを行うこと。保護者には、こどもの声を代弁させる工夫をすること。

回答数の目標は 80 件とし、回収率を上げるための工夫をすること。また、アンケ

ート結果について集計したうえで、令和７年９月 23 日（火）までに発注者に報告

すること。 

   ・イベントの最終的な内容は、企画提案をもとに、発注者と調整のうえ決定するこ

と。 

 

イ シンポジウムの運営について 

・司会者、出演者並びに会場との出演交渉並びに調整、子育て世代が親子で参加で

きることに配慮した会場の設営、実施後の撤去並びに復旧及び当日の運営、各種

支払い等シンポジウムの開催に係るすべての業務を行うこと。 

・会場の参加者全体から、登壇者やタレント等が見えるよう、ステージの設営を行

うこと。会場設営案については、企画提案書に席の数及び配置と合わせて具体的

に記載すること。詳細については、企画提案をもとに、発注者と調整のうえ決定

すること。 

・ステージ上に参加者全体から見えるよう、「こどもまんなかアクションリレーシン

ポジウム in 富山」と記載したパネルサインを設置・掲示すること。パネルサイン

のデザインについては発注者と協議のうえ決定すること。 

・会場使用料は、富山産業展示館テクノホール西館（新館）大展示場 ホールＣ、

控室２及び商談室５の使用料として 225,000 円（税込み、空調費込み）を見積書

に計上すること。なお、備品使用料金及び電気、ガス並びに水道の光熱水費使用

料金はこれに含まれていないことに留意すること。 

・本業務に要する設備・機材は、特に指示がない限り受注者が調達するものとし、

その費用はすべて委託料に含めるものとする。ただし、富山産業展示館テクノホ

ールにある備品等の使用希望があれば施設に確認すること。 

・当日の流れについて記載した実施計画書を、シンポジウム開催の１か月前（令和

７年７月 23 日（水））までに提出すること。実施計画書は、企画構成演出、進行

表、台本、当日スケジュール表（出演者及びスタッフの配置及び行動が把握でき

るもの）及び会場図により構成すること。 

・非常時の対応等を含む当日の対応等について記載した運営マニュアルを、別途発

注者の示す期限までに作成し、提出すること。 

・本業務を確実に実施するために必要な人員は受注者において適切に配置し、人員

に係る賃金、交通費等の経費についてもすべて委託料に含め、受注者において支

払いを行うこと。 



 

  ※企画提案書には、イベントプログラムの案及び当日のスケジュール案について具体

的に記載すること。 

 

 （６）実績報告書の提出 

    委託業務を完了したときには、速やかに実績報告書を作成し提出すること。なお、

実績報告書には事業概要、広報資料、アンケート集計結果、記録写真及び事業の効

果や課題等を検証した文書を添付すること。 

 

※なお、本仕様書に記載のない業務についても、予算の範囲内において、より効果的な提

案を妨げるものではない。 

 

５ その他 

（１）業務の実施においては、発注者に対して緊密に進捗状況等を報告、確認し、必要

に応じて発注者と協議して業務を進めること。 

（２）業務の実施にあたり業務全体の詳細な工程表を速やかに作成し、発注者と協議す

ること。 

（３）成果物に関する著作権、著作隣接権、商品化権、意匠権及び所有権（以下「著作

権等」という。）は、富山県の保有とすること。 

（４）特許権、実用新案権、意匠権、商標権その他日本国の法令に基づき保護される第

三者の権利の対象となっている履行方法等を使用するときは、受注者がその使用に

関する一切の責任を負うこと。 

（５）成果物については、原則として富山県が複製し、若しくは翻案、変形、改変その

他の修正をすることができること。但し、制作の都合上止むを得ず、著作権等を富

山県に譲渡できない写真、文章等を使用する場合は、事前に申し入れを行い、富山

県の了解を得ること。富山県に著作権等を帰属させることができない写真、文章等

の二次利用については、その都度、富山県と協議すること。 

（６）本仕様書に明示のない事項、又は業務上疑義が発生した場合は、両者協議により

業務を進めるものとする。 

（７）本事業の委託費については、県、市町村、その他団体における助成（補助）事業

の対象経費と重複しないこと。 

（８）本事業の委託費による支出については、使用目的、支払先、金額の根拠や支払時

期等を確認できる領収書等の証明書類を事業終了後５年間整備しておくこと。 

（９）本仕様書はプロポーザル用であり、事業内容については、今後変更の可能性があ

る。 


